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訳者解説
中央アジアは古来、工芸の発達した地域であった。とくに染織品は長い伝統を持
ち、東西の文化交流が盛んであったことを伝えている。ウズベキスタン共和国の古
都ブハラは、サマルカンドやコーカンド地方とならんで染色産業が古くから盛んな
地域であった。とくに19世紀以降、さまざまな技法を凝らした染色技術が発達し、
多くの織物製品が生産されたのである。
本論文は、和光大学中央アジア文化研究会の会員でもある、ブハラ在住の研究者
バフティヤル氏によるものである。略歴にもあるように、氏は長年ウズベキスタン、
とりわけブハラの芸術研究を行なってきた、ブハラの美術・芸術研究の第一人者で
ある。和光大学総合文化研究所の研究プロジェクト「中央アジア諸民族の文化諸相
に関する動態的研究」（中央アジア文化研究会）が2005年夏に行なった中央アジア・
フィールドワークのブハラにおける調査では氏の多大な援助と協力を受けた。また
中央アジア研究における情報や意見の交換を行ない、今後も本プロジェクトに協力
してもらえることになった。
ウズベキスタンの文化は歴史的建造物や遺跡などがとかく注目されがちであるが、
手工業による工芸品の価値も高い。織物や染物がまさにその代表的なジャンルであ
る。赤い円紋が特徴的な刺繍布スザニが昨今大きなブームとなっており、欧米をは
じめとして世界各地で、高値で売買されていることはよく知られるところであろう。
19世紀から20世紀にかけて大きく発達したブハラの染物もまた高い評価を受けてお
り、そこに込められたシンボリズム研究は今後大きな発展が予想されるものである。
多種にわたるブハラの織物や染物を整理した本論文はそのようなブハラの織物・
染物を概観する上で意義あるものである。なお、文中で参照した写真（図１～図５）
はブハラ国立建築芸術美術館所蔵の品々で、同美術館発行のカタログから、許可を
得て引用した。 （坂井弘紀）
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ウズベキスタン共和国の古都ブハラは古くから中世的芸術手工業の主要な中心
地として知られてきた。とくに銅鋳造製品や貴金属製品、織物製品、金糸織物芸
術や芸術的意義をもつ日用品が賞賛されてきた。
それらは社会生活のしきたりの「重み」であり、ブハラの装飾芸術に共通した
スタイルを作り出した。
ブハラの芸術のあらゆる様相には自分たちの好みの手法やモチーフ、形式が反
映されるが、それらはすべて熟成したセンスの領域に達している。それらのどの
材料や技術、模様、色にも消えることのない共通性がある。
装飾・美術工芸作品において、織物はとくに重要な意味をもっている。これに
ついて、10世紀にナルシャーヒー(1)は次のように述べている。
「ホラーサーン(2)のどの町でもこのようなすばらしい織物を織ることはでき
ない。ブハラの織匠はホラーサーンに赴き、これらの織物に必要なすべての
ものを持って、そこで織物の仕事場を構え、織物を織ったが、見た目も品質
もブハラで織られたものとはほど遠いものであった。イラクのバグダッドか
ら毎年徴税官がやってきたが、ブハラの年貢はすべてそこで織られた衣服で
納められた。ブハラの織物は、シャム
（シリア）、エジプト、ローマにまで輸
出されたのであった。」(3)
ブハラには、ザルバフ zarbof (4)や錦と等
しい価値をもつ綿織物、またすでにナル
シャーヒーによって知られているすばら
しいザンダナチ zandonach(5) などの古い織
物の種類の伝統が現在も残っている。
19世紀後半、ブハラでは手織物が花ひ
らいた。木綿織物のカラミ qalami(6)、アラ
チャ alacha(7)（図１）、chit チト(8)、半絹織物の
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（１）サーマーン朝時代の歴史家。ブハラの近くに生まれたとされる。ブハラの歴史をまとめた著作は
貴重な史料として現在も有益である。（訳注）
（２）イラン北東部地域を指す名称。イラン、トルクメニスタン、アフガニスタンにまたがり、中央ア
ジアやインドとの交易の要衝地であった。（訳注）
（３）МухаммадНаршахи,ИсторияБухары,Ташкент, 1897, C.29-30.
（４）金あるいは金糸から作った織物。（訳注）
（５）複雑で多彩な装飾織物。7世紀からは絹の、10世紀からは糸の布地として評判になった。ブハラ近
郊のザンダナ村で作られ、その名はこの村に由来する。この生地からは衣服やシーツ、カバー等の
装飾織物が作られる。（訳注）
（６）素地が白色の縞模様の、手織りの粗い生地。（訳注）
（７）細い縞状の生地。ふつう綿糸から織られるが、絹が用いられることもある。古くから中央アジア
各地で生産され、外套などが裁縫される。（訳注）
（８）綿の繊維で編まれた布地。古くからよく知られた織物で、縦糸・横糸ともに綿糸製。（訳注）
図１ アラチャ（キタブ、20世紀中頃）
Buxoro davlat me’moriy-badiiy muzey-qo’riqxona,
Toshkent, 2004, 137-b.
ベカサブ（ベカサムbekasam）(9)、
バノラス banoras(10)、バスマ
bosma(11)、アドラス adras(12)
（図２、３）、ドゥロヤ duro’ya(13)、
ヤクルヤ、バフマル baxmal(14)
（図４）、絹織物のショイー
shoyi(15)（図５）、アトゥラス
a t l a s (16 )、ホンアトゥラス
xonatlas などである。それら
は一色や二色であったり、碁
盤目模様や縞模様であったり、
あるいはさまざまな模様であ
ったりする。
織物の芸術作品は一連の特
別な手工業の技術をもちいて
つくられる。それらは染め物
や織物、押出模様（プリント
模様）などの製品、絹のスカ
ーフやビロードなどである。
ビロードの織工はふつう、
二つに分類することができる。
台の上で実際の作業をするコ
リホル korixo’r やボファンダ
ル bofandar、糸の品質を管理
するイシュティホル ishtixo’r
などのグループと織物に模様
を装飾するアブルバンド abr-
band の二種類である。
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（９）縞状のじょうぶな布地。縦糸と横糸が厚いため布地の表面が横棒状の手触りである。ブハラやサ
マルカンドでは、アラチャとならんで有名な織物である。（訳注）
（10）縦糸が絹で織られた丈夫な生地。ベカサムと類似する。インドの地名バナラス（ベナレス）に由
来し、ウズベキスタン共和国のナマンガン産のものはたいへん美しいものとして知られる。（訳注）
（11）羊毛から織られた布地とそれで作った衣服。上衣チャパンに適している。（訳注）
（12）縦糸は絹で、横糸は厚い糸で織られた布地。横糸が厚いため布地の表面が横棒状の手触りになっ
ている。（訳注）
（13）チンダハヤルとも。刺繍の縫い目の種類。（訳注）
（14）表面が天然の絹あるいは人工繊維でできた柔らかく短い布地。（訳注）
（15）絹製の布地。連続模様あるいは花柄模様からなる。アブルバンディ方式で染色される。（訳注）
（16）縦糸、横糸とも絹で織られたなめらかな布地。アブルバンディ方式で染色される。（訳注）
図２ アドラス（ブハラ、20世紀末）
Buxoro davlat me’moriy-badiiy muzey-qo’riqxona, 135-b.
図３ アドラス（ブハラ、19世紀）
Buxoro davlat me’moriy-badiiy muzey-qo’riqxona, 136-b.
図４ バフマル（ブハラ、19世紀末）
Buxoro davlat me’moriy-badiiy muzey-qo’riqxona, 134-b.
ブハラでは、20世紀はじめに、1000
人のボファンドルとイシュティボルが
おり、織物に模様をつける職人はおよ
そ50人いた。絹織物に模様をつける職
人のなかで、特別な位置を占めるのは
アブルバンディ abrbandi(17) の師匠で、
彼は絹あるいは半絹（混紡）の素材（ア
ドラス、アラチャ、ベクサバ）に模様を
つける。
織物の生地をどこか広々とした場所
に広げ、すべての辺をピンと張って、
アブルンバンド (18)がそこに模様（柄）
を描く。この模様による生地の色彩は
特別な染料職人が行なう。染色の作業には技術的なこつのみならず、センスが大
きく要求される。
ではここで、織物の種類の一つであるアブルバンディとカイガルサズについて
くわしく見てみよう。
軽い絹のスカーフ（カイガル kaygal）の彩色はカイガルサズという専門の職人
が行なう。その彩色は二つの方法による。それはカリプ qolip（くり抜いた型）を
用いるものとそうでないものである。カリプを用いない染色法はアブルバンディ
と呼ばれる。型を抜いた紙をスカーフに置き、それを鉛筆でなぞる。その後まず、
最初の色である白い色が残るように線描画した部分を強く引っ張り、糸で縫って
しまう。染色係は青い色で布を染めたあと、師匠の職人（カイガルサズ）のとこ
ろに戻り、それを渡す。カイガルサズは結び目をほどき、今度は黄色で布を染め
るのである。こうして、青、黄、白の三色の柄を得ることができるのである。
別の方法はカリプという型を用いるものである。灰汁 ishkar で絹の布を沸騰さ
せ、乾かす。その後それを板に引っぱり、カリプを使って黒い色を付ける。全体
が染色される前に、染めたくない部分があれば、羊か山羊の脂身と松やにを混ぜ
たものを塗って覆っておく。最初の染色と乾燥が終わると、次に別の色で染色す
る場所を熱湯で洗い、最初に染めた場所には松やにと脂を塗る。こうしてすべて
の必要な色が染色されるまで、同様の手順が繰り返されるのである（図6）。
カイガルの装飾は、古い時代に生まれた象徴的・魔法的な図像が用いられる。
輪や円状、星などの種類はモフmoh（月）という共通の用語で称され、バダム
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（17）アトラスやショイーに染色する方法。手作業で行なわれる。（訳注）
（18）アブルバンディで染色する職人。（訳注）
図５ ショイー（ヒッサール、20世紀前半）
Buxoro davlat me’moriy-badiiy muzey-qo’riqxona,
136-b.
badom（アーモンド）の名
で知られる半忍冬模様の
モチーフ（図７）やモル
ペチmorpech（よじれた蛇、
組み合った蛇のような模
様）（図８）の変種もみら
れる。
また、イスリミー模様
islimii（植物様のアラベス
ク模様）（図９）も装飾に
しばしば用いられるもの
である。
色彩のシンボリズムは
諸民族の文化に固有のも
のである。そこには自然
界や日常における色と模
様の組み合わせの意義と
信仰や慣習、行動基準、
教訓とが組み合わせられ
ている。白（safed）は幸
福の希望や幸運、成功を、
空色（kabud）は最高の
尊敬を受ける空を意味す
る。黄色（zard）は不健
康や病気の兆候、赤は喜
びと陽気な気分、黒は喪
の象徴、青・薔薇色・すみれ色は組み合うことや友情のシンボルである。
芸術的な形をつくる法則は、誰かが思いついたり発明されたりしたものという
のではなく、その民族の文化によって、長い年月に試されながら何世紀も伝えら
れてきたもののみが普遍化されたのである。
“ПрикладноеискусствоБухарыконец19 -науало20вв.”
БахтиёрБу˘ронов
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図6 花のカリプАмалийсанъаткискачалугати,Тошкент, 1992, 45 -б.
図7 バダム模様Амалийсанъаткискачалугати,9 -б.
図9 イスリミー模様Амалийсанъаткискачалугати,19 -б.
図8 モルペチАмалийсанъаткискачалугати,24 -б.
